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２
奄美群島の観光の現状と課題
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２ 奄美群島の観光の現状と課題

（１）奄美群島の観光を取り巻く状況

奄美群島の観光を取り巻く状況について、 統計等の客観的な׼ータとともに、 策定委

員会や分科会等でいただいたご意見を ӿ つの視点で整理しました。



9

国土地理院地図 （標準地図） を加工して作成

視点１　奄美群島の魅力

奄美群島の立地

奄美群島は、 鹿児島の南方 ӽԂӺ ～ ӿԂӺ キロメー׽ルの海上に点在する８つの有人島

（奄美大島、 加計呂麻島、 請島、 与路島、 喜界島、 徳之島、 沖永良部島、 与論島） で

構成されています。

奄美群島を中心にとらえると、 鹿児島市よりも那覇市の方が近く、 世界自然遺産に登

録された屋久島も近接しています。

また、 東京や大阪よりも東アジアの主要都市 （台北、 上海、 釜山） への距離が近く、

海外からの観光客も期待できる立地となっています。
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奄美群島の歴史

アジア大陸の東海域、 九州と沖縄諸島の間に位置する奄美群島は、 周辺各地との関

わり合いによって、 奄美独自の文化を育んできました。

奄美群島では、 旧石器時代の人類の痕跡が確認されています。 その後、 九州の縄文

文化や弥生文化の影響を受けつつ、 亜熱帯の島特有の狩猟 ・ 漁労 ・ 採集の文化が花開

きました。 古墳時代を代表する古墳は作られず、 日本とは異なる歴史を歩んできました。

ԁ 世紀の奄美の島々には、 古代国家と朝貢を行う政治的関係にあったと考えられてい

ます。 ӻӻ 世紀前後に農耕を受け入れ、 鉄の生産を開始し、 琉球列島と九州間の交易の

拠点的な役割を担いました。 鎌倉時代にもこの状況が続き、 薩南諸島は 「口五島 （くち

ごとう）」 「奥七島 （おくしちとう）」 から成る 「十二島」 と 「外五島」 （奄美群島） として

認識されるようになります。

喜界島山田半田遺跡 ［喜界島］

面縄貝塚出土品 ［徳之島］ 上城 （うえんじょ） 跡 ・ 上城遺跡 ［与論島］

徳之島カムィヤキ陶器窯跡 ［徳之島］
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出典 ：各市町村、 奄美市フォトライブラリー

ӻӿ 世紀初頭、 沖縄本島に 「琉球国」 が成立しました。 琉球国は ӻӿ 世紀中頃に奄美

群島を統治下に置いたと考えられています。 これにより、 琉球国の 「間切制」 と呼ばれ

る統治の仕組みが奄美群島に導入されました。 統治にあたっては、 ؃ロ （祝女） という

女性の神職が重要な祭祀を取り行いました。

江戸時代の ӻԀӺԃ 年、 薩摩藩は軍事侵攻によって琉球国を支配下に置きながらも、

独立国家として存続させました。 一方、 琉球国から薩摩藩に割譲された奄美群島は、 表

向きは琉球国の一部でありましたが、 実質的には薩摩藩に編入されました。

明治政府は明治 Ӿ （ӻԂԁӻ） 年に 「廃藩置県」 を施行し、 その翌年、 琉球国は琉球藩

とする手続きがなされて、 明治 ӻӼ （ӻԂԁԃ） 年に沖縄県となりました。 この時、 奄美群

島は鹿児島県の管轄とされました。 戦後、 奄美群島は琉球列島米国民政府 （USCAR）

の統治下を経て、 昭和 ӼԂ （ӻԃӿӽ） 年 ӻӼ 月 Ӽӿ 日に日本に復帰しました。

安脚場 （あんきゃば） 戦跡公園 ［奄美大島］

ノロの扇 ［喜界島］

屋川 （やごー） 石樋 ［与論島］

米軍の進駐 ［奄美大島］

後蘭孫八城跡 ［沖永良部島］

開饒 （ひらとみ） 神社 ［奄美大島］
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地域資源

奄美群島において観光資源となりうる地域資源は、 自然環境を中心に多種多様な要素

で構成されています。

砂浜のある海岸や岬、 南国ならではの森、 ガジュマルの大

木といった奄美群島で見ることのできる独自の自然環境や景

勝地は、 主要な地域資源として観光客を集めています。

島の概況や歴史文化を伝える国や鹿児島県、 各市町村の施

設や、 景勝地を見るための展望台等が、 各島に設けられてい

ます。

歴史を伝える文化財や史跡、 戦跡といった場所だけでなく、

島唄や浜下れ （はまおれ） のような昔から今に伝わる文化も

奄美群島の貴重な地域資源です。

奄美群島では旧暦で開催される昔から伝わる伝統的な豊年

祭や夏祭り、 体育祭等の現代的なものが集落行事として年間

を通じて開催されています。

・ ブラン׼ィングに必要な取組を何層も掘り下げ
て考え、 優先順位をつけて一つずつ解決するこ
とで最上位の課題を解決することができる

・ 奄美らしさや島らしさ、 集落らしさを見える化す
ることができれば、 奄美群島全体としてブラン׾
価値につながるのでは

・ 体験や地元の人とのコミュ؀ケーションが大切

・ 自然や生活文化を継承する価値観は、 社会とと
もに変化することが必要

・ 奄美大島以外の島のそれぞれの魅力が外の人に
伝わっていない。 もっと発信する必要がある

・ 島ごとの情報発信は難しいので、 連携が必要

・ お互いの島の事情を知ることができると良い

・ 沖縄との差別化は何かというの
が永遠の׻ーマ

・ 沖縄の観光産業に携わる立場か
ら奄美群島がどのように見える
か確認が必要では
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策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

出典 ：与論町、 （公社） 鹿児島県観光連盟、 宇検村

百合ヶ浜 ［与論島］

奄美パーク ［奄美大島］

世之主の墓 ［沖永良部島］

八月踊り ［奄美大島］
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来訪者と出身者が考える奄美群島の魅力

奄美群島の来訪者や出身者を対象としたアンケー׽調査において奄美群島の魅力を尋

ねたところ、 いずれも 「豊かな自然に恵まれていること」 への回答が最も多くなってい

ます。 特に来訪者の９割弱が 「豊かな自然に恵まれていること」 としています。

来訪者にとっての奄美群島の魅力

出身者にとっての奄美群島の魅力

資料 ：令和４年度奄美群島振興開発アンケート

（n ＝ 229）

（n ＝ 12Ԁ）

59.5%

47.6%

27.0%

27.0%

17.5%

9.5%

7.9%

0.8%

3.2%

1.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かな自然に恵まれていること

都会にはないゆったりとした気持ちで暮らせること

固有の文化や伝統が日常生活の身近にあること

結いの精神により地域住民が助け合って暮らせること

他では味わえない産物や郷土料理があること

一年を通じて温暖であること

手軽にスポーツやレジャーが楽しめること

その他

特に意識していない

わからない

無回答

86.0%

27.9%

27.5%

21.4%

14.8%

12.2%

9.2%

1.3%

0.4%

0.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊かな自然に恵まれていること

都会の雑踏を離れられること

人情味あふれる心の豊かさ

奄美群島固有の文化や伝統芸能

特産物や郷土料理

一年を通じて温暖であること

手軽にスポーツやレジャーが楽しめること

その他

特に意識していない

わからない

無回答
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来訪者の奄美群島への意識

（一社） 奄美群島観光物産協会では、 平成 Ӽԃ （ӼӺӻԁ） 年より毎年、 奄美群島の各

島を訪れる観光客を対象にアンケー׽調査を行っています。

来訪の満足度として、 旅行全体では、 ８〜９割の方が満足しており、 年々満足度が増

加しています。 項目別では、 「自然 ・ 風景」、 「料理 ・ 食事」、 「接客対応」 の満足度が高

いことが分かります。 満足度の低い項目としては、 「タクシー」、 「公共交通機関の利便性」

があげられています。

コロ׿禍前後の満足度の推移

項目別満足度 （RӾ） （n ＝ ӿ,92Ԁ）

31.0%

33.5%

36.1%

43.7%

43.7%

37.1%

37.4%

35.7%

37.6%

37.9%

14.1%

14.9%

12.8%

11.9%

13.5%

6.7%

5.0%

7.3%

2.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

R1

R2

R3

R4

大変満足 満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 大変不満 無回答

54.9%

38.1%

29.0%

35.3%

27.5%

15.4%

18.1%

23.9%

9.2%

20.5%

25.3%

8.4%

24.3%

15.0%

21.7%

25.2%

21.2%

30.7%

34.3%

30.6%

34.1%

31.4%

25.4%

26.3%

31.2%

11.0%

23.7%

24.8%

6.1%

16.8%

20.0%

21.4%

28.0%

27.4%

10.4%

18.6%

21.0%

17.1%

20.5%

26.5%

25.1%

24.4%

13.8%

20.8%

16.1%

5.5%

10.0%

19.2%

16.7%

24.5%

24.3%

1.8%

5.3%

8.7%

8.2%

11.4%

19.1%

17.6%

15.1%

24.6%

20.9%

13.6%

24.7%

16.3%

17.9%

15.5%

12.8%

15.5%

9.8% 5.7%2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然・風景

料理・食事

宿泊施設

接客対応

観光施設

事前情報の集めやすさ

交通標識・案内板

街の清潔さ

公共交通機関の利便性

交通マナー

レンタカー

タクシー

スポーツ・レジャー

通信環境（Wi-Fi等）

伝統文化

名産品・土産品

トイレ施設

大変満足 満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 大変不満 利用なし 無回答
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資料 ：奄美群島観光振興基礎調査

来訪者の半数以上が奄美群島に 「初めて」 訪れており、 再訪について尋ねると 「ぜひ

訪れたい」 「訪れたい」 「少し訪れたい」 をあわせて ԃԀ％が再び奄美群島に訪れたいと

回答しています。 さらに、 他の人に勧めたいかどうかについても、 ほぼ同じ割合で 「勧

めたい」 と回答しています。

奄美群島への来訪者のリピーター率 （RӾ）

奄美群島への来訪者の再来訪意向 （RӾ）

奄美群島の来訪者の推奨度 （RӾ）

・ 事前に島について知ってから観光したほうが楽し
かったというお客さまの意見がある。 島のことを
知ってから来てもらうと質の高い観光になるので
は。 しかし、 そもそも島に来てもらう必要があ
る

・ 集落歩きの場合、 ーマがつなが׻
らないので屋久島と奄美大島をあ
わせて訪れる人はいない。 ス׽ー
リーでつなぐことができれば、 自
然遺産の地域として来るのではな
いか

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

（n ＝ ӿ,92Ԁ）

（n ＝ ӿ,92Ԁ）

（n ＝ ӿ,92Ԁ）

55.6% 12.5% 5.9%
3.6%

2.6%

19.8% 0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初めて ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回以上 無回答

60.1% 28.8% 7.7% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ訪れたい 訪れたい 少し訪れたい どちらでもない

あまり訪れたくない 訪れたくない 次は来ない 無回答

55.8% 32.0% 8.3%2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ勧めたい 勧めたい 少しなら勧めたい どちらでもない

あまり勧めたくない 勧めたくない 勧めない 無回答
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奄美群島の観光関係者が考える観光の方向性

奄美群島の各自治体や観光推進組織を対象としたアンケー׽調査では、 奄美群島全体

の観光誘客を考える上で重視すべきこととして、 ９割以上が 「入域客数よりも観光消費

額を重視」 していることが分かりました。

また、 奄美群島全体で誘客すべき観光客像についても同様に、 ９割以上で 「責任ある

観光行動を取れる観光客の誘客」 を求めています。

奄美群島全体の観光誘客を考える上で重視すべきこと

奄美群島全体で誘客すべき観光客像

・ 住民が奄美の地域を考え大切にすることが重要

・ 集落におじゃまする気持ちで訪れてほしい、 と観
光客には伝えている。 集落によってはルールを
作っているところもあるが、 どれだけの人が見
てくれているのか。 ؆ンフレッ׽や看板で周知し
ても、 ラブルが起きているところもある׽

・ 土地を売却する看板があり、 乱開
発につながりかねないと心配。 景
観条例だけで規制できるわけでは
ないが、 市町村で奄美らしい景観
を誘導してほしい

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

資料 ：奄美群島観光マスタープラン （仮称） 策定に向けたアンケート調査

（n ＝ 19）

（n ＝ 19）

5.3%

94.7%

観光消費額よりも入域客数を

重視

入域客数よりも観光消費額を

重視

94.7%

5.3%

責任ある観光行動をとれる観光客

の誘客

享楽的に地域を楽しみたい観光客

の誘客
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視点２　奄美群島の観光客

奄美群島を訪れる人

奄美群島及び各島の入込および入域客数の推移における過去 ӻӿ 年間の動向につい

ては、平成 ӼӼ （ӼӺӻӺ） 年の奄美豪雨災害前後の観光の低迷期を経て、平成 ӼԀ （ӼӺӻӾ）

年の LCC の奄美大島～成田間の就航を契機に増加傾向が明確になり、平成 Ӽԃ （ӼӺӻԁ）

年の LCC の関西路線 ( 奄美大島～関空 ) の開設や奄美群島交流需要喚起対策特別事業、

沖縄 ・ 奄美連携交流促進事業等による旅客運賃の低減といった官民各主体が実施した取

組が奏功し、 令和元 （ӼӺӻԃ） 年までの客数は増加傾向で推移しています。

活況を呈していたコロ׿禍以前の奄美群島の観光は、 令和 Ӽ （ӼӺӼӺ） 年の新型コロ

。ミックにより客数が大きく下落しました׼ウィルス感染症による世界的な規模の؆ン׿

コロ׿禍の影響は令和 Ӿ （ӼӺӼӼ） 年まで続いていますが、 全国旅行支援等の旅行や観

光の喚起策等によって奄美群島の客数は回復傾向となっています。

過去 ӻӿ 年間の奄美群島の入込 ・ 入域客数の推移

資料 ：奄美群島への入込 ・入域客数、 奄美群島観光の動向

707,288

690,560

666,451

672,600

672,540

686,270

708,763

757,887

775,730
825,791

885,411
891,351

517,192

556,716

685,944

510,162

499,221

485,319

488,240

492,616

504,739

522,286

560,437

578,514

619,533

678,121

680,558

383,953
417,340

536,220

0

250,000

500,000

750,000

1,000,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

入込客数 入域客数

(人)

新型コロナウィルス

感染症(R2～)

奄美大島

豪雨水害(H22)

LCC就航
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コロ׿禍の令和２ （ӼӺӼӺ） 年 ӽ 月以降の客数は、 いずれの島も大きく下落していま

すが、 令和 ӽ （ӼӺӼӻ） 年 ӻӺ 月以降は、 「Go to 「ラベルキャンペーン׽ をはじめとす

る国や県、 各市町村等が実施した観光支援策の効果とともに、 全国的な感染者数の減少

によって観光需要が戻り始めた影響がうかがえます。

コロ׿禍前後の島別 ・ 年別入込客数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千人）

各島の面積と周囲および、 平成 ӽӺ （ӼӺӻԂ） 年～令和元 （ӼӺӻԃ） 年の入込客数に

もとづくコロ׿禍以前の奄美群島のおおよその月別入込客数の比較すると、 奄美大島と

他の島では面積が異なるため入込客数にも差が見られます。

島 島の面積 島の周囲 おおよその月別入込客数

奄美大島 ԁӻӼ.ӽӿ ㎢ ӾԀӻ.ӻkm 約 ӽӿ,ӺӺӺ 〜 Ԁӿ,ӺӺӺ 人

喜界島 ӿԀ.ԁԀ ㎢ ӿӺ.Ӻkm 約 Ӿ,ӿӺӺ 〜 ԁ,ӺӺӺ 人

徳之島 ӼӾԁ.Ԃӿ ㎢ Ԃԃ.Ԁkm 約 ӻӺ,ӺӺӺ 〜 ӻӿ,ӺӺӺ 人

沖永良部島 ԃӽ.Ԁӿ ㎢ ӿӿ.ԃkm 約 ԁ,ӺӺӺ 〜 ӻӺ,ӺӺӺ 人

与論島 ӼӺ.ӿԀ ㎢ Ӽӽ.ԁkm 約 Ӿ,ӿӺӺ 〜 Ԃ,ӺӺӺ 人

・ 入込客数を気にするのではなく、 質の良い観光
客を呼び込みたい

・ 商用で来ている人が多い。 建設業で訪れる人
が長期滞在をしていて、 満室の宿泊施設も多い

・ お客様にもう少し来てほしいが、 大々的なプロ
モーションは違うと思う

・ 観光に関する統計׼ータの収集は群島全体でや
れると良い

・ ータを収集する意味も一緒に理解׼
する必要がある。 ただ׼ータを見て
いるだけではもったいない

・ 滞在時間を延長してもらうには、 ど
の׼ータを見れば良いか分からない

資料 ：奄美群島の概況

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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海外から奄美群島を訪れる人

延べ宿泊者数のうち外国人は Ӽ 〜７千人でしたが、 コロ׿禍により令和３ （ӼӺӼӻ） 年

には約５００人にまで減少しました。

延べ宿泊客数のうち外国人が占める割合は、 平成 ӽӺ （ӼӺӻԂ） 年以降は ӻ％弱で推

移し、 コロ׿禍の影響により令和２ （ӼӺӼӺ） 年には Ӻ.ӻ% まで減少しています。 全国の

外国人宿泊者数の割合と比較すると、 奄美群島では海外からの観光客の占める割合が低

い状況となっています。

また、 クルーズ船はコロ׿禍の影響で令和 ӽ （ӼӺӼӻ） 年には寄港がありませんでし

たが、 令和 Ӿ （ӼӺӼӼ） 年には再び寄港するようになりました。

外国人の延べ宿泊客数と割合

クルーズ船の乗客数 ・ 寄港数

クルーズ船寄港数 クルーズ船乗客数 クルーズ船あたりの乗客数

HӽӺ Ӽӿ 回 ӼӾ,ӺԂӼ 人 ԃԀӽ.ӽ 人

Rӻ Ӽԁ 回 ӻԃ,ԃӻӾ 人 ԁӽԁ.Ԁ 人

RӼ Ӽ 回 ԀӼӽ 人 ӽӻӻ.ӿ 人

Rӽ Ӻ 回 Ӻ 人 Ӻ.Ӻ 人

RӾ ԃ 回 Ӽ,ӿӾӽ 人 ӼԂӼ.Ԁ 人

・ 海外から誘致したい島と国内の観光客を中心
にしたい島など、 島ごとに考えは異なる

・ 住民はイン؅ウン׾に好意的ではあるが、 大人
数で奄美群島に来ることは難しいのでは

・ イン؅ウン׾観光客が島を訪れた時、 事前に想

定していたことと違うことが起きな
いようにＰＲが必要

・ イン؅ウン׾への苦手意識がある

・ クルーズ船から下船しても受け皿
の交通手段が不足している

資料 ：奄美群島の概況

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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奄美群島の宿泊施設

宿泊施設については、 当初、 平成 ӽӺ(ӼӺӻԂ) 年に世界自然遺産登録を目指していた

ため、 奄美大島では平成 ӽӺ(ӼӺӻԂ) 年以前より民泊 （簡易宿所） の保健所への届出件

数が急増していました。 奄美大島の宿泊施設軒数は顕著な増加傾向が見られます。 宿泊

収容人員は宿泊施設軒数の増加傾向に比べ、 増加傾向は緩やかになっています。

奄美大島以外の各島では、 沖永良部島と与論島は、 宿泊施設の軒数、 収容人数とも

減少しており、 観光客の受入れは奄美大島が突出しています。

コロ׿禍前後の島別 ・ 年別宿泊施設軒数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（軒）

コロ׿禍前後の島別 ・ 年別宿泊収容人員の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

資料 ：奄美群島の概況

・ 団体客、 個人客等の様々な客層に対応した宿
泊施設の؅リエーションは必要

・ 大きな旅行会社からお客さまを誘致する場合、
施設の規模が小さいという課題があるが、 これ
以上大きなホ׻ルを作ることができない

・ 宿が不足している。 これ以上の客数は宿泊施設
の状況から難しい

・ 宿泊施設がもう少し増えた場合、 飲食店等も不
足する。 働き手もいない。 島内のランチの需要

は少ない。 働く人の家を確保する必要もある

・ 宿泊施設を増やす必要があるが、 民宿は後継
ぎがいない。 出張の需要に対応できる宿は限
定されている

・ 一棟貸し等の長期滞在の宿が増え
ると、 奄美らしさを知ってもらえる
のでは。 宿としても対応が楽にな
り、 移住体験にもなる。 長期滞在
は宿泊費が高く経営的にも良い

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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観光で使われるお金

奄美群島全体で見た一人当たりの観光消費額の合計額は毎年ほぼ増加傾向にあり、

令和 Ӿ(ӼӺӼӼ) 年には約 ԁ 万円弱となっています。 コロ׿禍の影響もあまり見られませ

んでした。

費目別に見ると 「宿泊費」 が最も高く Ӽ 万円以上となっています。 次いで、 「飲食費」 「島

内での交通費」 の金額が高くなっています。

コロ׿禍前後の奄美群島全体の一人当たりの観光消費額の推移

（円）

費　目 HӽӺ Rӻ RӼ Rӽ RӾ

宿泊費 ӻԃ,ԁԀԀ Ӽӻ,ӺӻӺ ӼԀ,ӺӺӽ ӼӾ,ӽԀӼ Ӽӿ,ӽԀԃ

島内での交通費 Ԁ,ԃԂӻ Ԁ,ԁԁӿ ԁ,ӺԀӺ ԁ,ԂӼӼ Ԃ,Ӻӿԁ

飲食費 ӻӻ,Ӿӻԃ ӻӼ,ӺԀӽ ӻӻ,ԃԂԁ ӻӼ,ӿԀӿ ӻӾ,Ӻӿӿ

農産物 （果物 ・ 野菜 ・ 花等） ԁӼԃ ӻ,ӻӺԃ ԃԀԃ Ԃӻԃ ӻ,Ӻԁԃ

水産物 （鮮魚 ・ 魚介類等） ӽԁӼ ӾԁԀ ӾԂӾ Ԁԃӻ ԀԁӼ

お酒 ・ 飲料 ӽ,ӺӺӿ Ӽ,ԁӻӺ ӽ,ӼԁӾ Ӽ,ԂӺӼ Ӽ,ԃԃӺ

その他の食料品 ・ 菓子 Ӿ,ӼӺӾ Ӿ,ӿԃԃ Ӿ,Ӻӿԃ Ӽ,ӾӽӺ ӽ,ӼӾԁ

伝統工芸品 （大島紬 ・ 染め物等） Ӿ,ԀӿԂ Ӽ,ӾԀӺ Ӽ,ӺӺԀ ӻ,ӻӻԁ ӻ,ԁԂԁ

その他製造品 （文具・玩具・キーホルダー等） ӽԃӾ ԂԂӺ ӿӽӼ Ӿӽԃ ӾԀԃ

ーマ؆ーク׻ ・ レジャーラン׾等 ӽԀӺ ӾӺӺ ӽӽԃ Ԁӻԁ ԀӿӼ

観光施設 ・ 資料館 ・ 植物園等 ӾԃӼ ӾԂԀ ӾӼԃ ӿӾӾ ԀԀӼ

ゴルフ場 ・ グラウン׾ゴルフ場等 ӻӾӾ ԁӻ Ӽԁӿ ӻӻԀ Ԁӽ

スポーツ観戦 ・ コンサー׽等 Ԃ ӿӽ Ӿ ӼӾ Ӽӿ

遊漁船 （釣り、 ホエールウォッチング、 グラ

スボー׽等）
ԀԂԀ ԁӾӻ ӻ,ӻӼԃ ӻ,ӿӺԁ ԃӾӾ

ダイビング ӻ,Ӿӽӿ ӻ,ԀӼӽ ӽ,ӻӼӻ Ӽ,ԂӻӾ ӽ,ӽԃԀ

サーフィン ӻӾӼ ԁӺ ӼԂӾ ӻӼӺ ӻӺԃ

ケイビング Ӽӿӻ ӻԃӺ ӻ,ӺӺӾ ー ー

؆ラグライダー ー ー ー ӻԀӽ ԁӿ

ガイ׾ツアー ԃӾԂ ӻ,Ӿӿӻ Ӽ,ӼӻӼ Ӽ,ӽԁԂ Ӽ,Ӻӿӿ

その他ガイ׾料・体験料 （シマ博・工芸体験・

カ؁ー体験 ・ シュ؃ーケル等）
ӻ,ӻԂӾ ӻ,ӽӽӿ Ӽ,ӺӾӺ ӻ,ӼԂӼ Ӽ,ӺӽӼ

レンタル料 （レンタカーは除く） ӻӽӼ ӻԃӺ ԂӾ ӻԃӾ ӻԀԂ

エス׻ ・ マッサージ ӻӽԂ Ӽӽӽ Ԃԁ ӻԀԁ ӻӻԃ

ウエ׼ィング関係 ー ー ー ӽӽӼ ӽԀԂ

郵便 ・ 宅配便 ӼӼӽ ӽӽԃ ӽӽӾ ӼӼӺ ӽӺԂ

その他 ӽӺԂ ӻӺԂ ӼӿӾ Ӿӽԁ ӼԁӾ

合　計 ӿԁ,ԃԁԃ ӿԃ,ӽԁӽ Ԁԁ,ԃԀԂ Ԁӽ,ԃԀӼ ԀԂ,ԃԁӿ

資料 ：奄美群島観光基礎調査


